





















































































































表 1 学校教育（地理教育を中心に）と GISに関する主な論文 (1995年以降）
掲載年 学会誌 執筆者 論文タイトル（副題は省略）（理論型◇，実践型◆）
1996年 新地理 秋本弘章 GI S (地理情報システム）と高校地理教育 ◆ 
1998年 GISー 理論と応用 伊藤悟ほか 学校教育における GIS利用 ◇ 
2001年 地図 太田弘 地理教育における GISを用いた新しい学習システムの開発◆
2002年 GISー 理論と応用 谷謙二ほか 中学校における地理教育用GISの開発と教育実践◆
2003年 GISー 理論と応用 秋本弘章 中等地理教育における GISの意義◆
2003年 地理科学 南埜猛 わが国の学校教育における GIS活用の現状と課題◇
2003年 地図 高井寿文ほか 手書き地図を用いた空間認知研究へのGISの適用◇
2004年 新地理 伊藤智章 高等学校におけるGISを用いた「地形図の読み方」の学習◆
2005年 新地理 伊藤智章 「生徒に提示するGIS教材」による地形図の読図支援◆
2005年 地理科学 小橋拓司 小中高等学校教員のGISに対する認知と教育GISの課題◇
2006年 地図 太田弘 地図と GIS (地理情報システム）で世界と郷土を知ろう◆
2008年 地理教育研究 内田均ほか 高校地理における携帯電話GISの活用に関する実践的研究◆























































































































































































スキルの内容 第4学年 第8学年 第12学年
地理的問いができる














































第4学年 l表記方法・作成目的の理解l → 1情報の種類や表示の違いの理解
↓ ↓ 
長所と短所の理解，作図 → 様々な状況で様々な地理的表現を用いることの理解
第8学年 I 分布やパターンの分析 地理情報を用いて地図化← 
↓ ↓ 
第12学年 複数の方法による表示 → 1様々なソフトや技術の使用，評価
図 1 スタンダード 1「いかに地図等を用いて地理情報を理解し，コミュニケーションできる能力を養う
か」における地図 ・GISを用いた教育方法























































































































表4 「ナショナル・カリキュラム地理 (2000年版）」のスキル (ICTと意思決定について）
【KS2]
地理的な問いをする 情報を収集し記録する 事実を分析し結果を導く





（第 7~9 学年） 適切な方法でコミュニケーションできる
ICTに基づく情報等を選択し活用する ICTを用いて地図やグラフを描く
ICTを活用してコミュニケーションする ICTを用いて意思決定を行う
(Geography in the National Curriculum (2000)をもとに筆者作成）
【地図】 【ICT(GISを含めて）】 【意思決定】
【KS1 (1~2 学年）] I地図利用・絵地図作製II様々な情報の収集と利用，野外調査 I
【KS2 (3~6 学年）】 I地図利用・作図 1升情報収集→分析→結論I→1情報共有・交換I→ 意思決定
図2 ナショナル・カリキュラム地理 (2011年版）における地図 ・GISを用いた教育方法






























































（中・高等学校）読図を行う O● O● 
（高等学校）作図を行う O● O● O● 
（高等学校）説明，論述，討論する O● O● O● 
(Geography for Life : National Geography Standards, 2nd Edition (2012), Geography in 
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